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エ
イ
ツ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は

設
立
20
周
年
を
迎
え
た
。
Ｃ

Ｒ
Ｏ
業
界
に
ど
う
貢
献
し
、

事
業
を
ど
う
展
開
し
て
い
く

の
か
。
ビ
ジ
ネ
ス
・
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
本
部
の
中
村

喜
満
本
部
長
に
聞
い
た
。

―
―
20
年
の
振
り
返
り

を
。後

に
統
合
し
て
エ
イ
ツ
ー

ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
な
る
Ａ
Ｃ
Ｒ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
と
ア
ス
ク
レ
ッ
プ

が
２
０
０
３
年
に
誕
生
し
ま

し
た
。
17
年
に
は
ベ
ル
・
メ

デ
ィ
カ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
も
加
わ
り
、
伊
藤
忠
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
事
業
の
中
核
企
業

と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。
一
貫
し
て
「
人
財
」
を

大
切
に
し
、
こ
の
社
風
が
会

社
の
成
長
を
支
え
て
き
ま
し

た
。―

―
こ
の
間
の
サ
ー
ビ
ス

の
進
化
は
。

業
界
に
先
駆
け
て
新
し
い

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
お
客
様

に
提
供
し
続
け
て
き
ま
し

た
。
20
年
前
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
の
黎

明
期
に
自
社
開
発
Ｅ
Ｄ
Ｃ

「
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
＋
」
を
リ
リ
ー

ス
し
ま
し
た
。

再
生
医
療
に
取
り
組
ん
だ

の
は
08
年
で
す
。09
年
に
は
、

オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
専
門
部
隊
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。初
の
ｅ

Ｓ
ｏ
ｕ
ｒ
ｃ
ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
試
験

（
原
デ
ー
タ
を
直
接
Ｅ
Ｄ
Ｃ

に
記
録
す
る
手
法
を
用
い
た

試
験
）は
14
年
、リ
ス
ク
ベ
ー

ス
ド
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
装
試

験
は
15
年
で
す
。
16
年
に
は

国
内
Ｃ
Ｒ
Ｏ
初
の
電
子
デ
ー

タ
申
請
、
18
年
に
は
リ
ア
ル

ワ
ー
ル
ド
エ
ビ
デ
ン
ス
の
専

門
組
織
を
発
足
し
ま
し
た
。

―
―
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、

前
年
度
は
ど
ん
な
１
年
だ
っ

た
か
。

昨
年
度
は
、
過
去
最
高
の

売
上
と
利
益
を
達
成
し
ま
し

た
（
数
値
非
開
示
）。
三
つ

の
ト
ピ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。

▽
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
ド
ア
プ

ロ
ー
チ
へ
の
高
い
評
価
：
実

試
験
へ
の
応
用
に
つ
い
て
投

稿
し
た
論
文
が
年
間
で
最
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
、
著

者
の
社
員
が
「DIA Global 

Inspire Award for Author 
of the Year

」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

▽
ｅ
Ｓ
ｕ
ｂ
ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
ｉ

ｏ
ｎ
の
先
進
的
取
り
組
み
：

26
年
の
義
務

化
を
見
据

え
、
国
内
Ｃ

Ｒ
Ｏ
と
し
て

初
め
て
Ｐ
Ｍ

Ｄ
Ａ
へ
申
請

電
子
デ
ー
タ

を
含
む
ｅ
Ｃ

Ｔ
Ｄ
Ｖ
４
・
０
の
正
本
提
出

を
行
い
ま
し
た
。

▽
Ｒ
Ｗ
Ｄ
の
Ａ
Ｉ
解
析
開

始
：
協
業
す
る
米
Ｄ
ａ
ｔ
ａ

Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
を
活
用
し
、
Ｒ
Ｗ
Ｄ
の
膨

大
な
デ
ー
タ
の
中
か
ら
お
客

様
に
新
し
い
付
加
価
値
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

―
―
中
期
経
営
計
画
の
展

開
は
。

４
月
に
27
年
度
ま
で
の
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。社
長

の
神
谷
は
文
化
、
成
長
、
改

革
を
重
視
す
る
基
本
方
針
の

も
と
、
中
で
も
改
革
に
注
力

し
、顧
客
、社
員
、社
会
か
ら

選
ば
れ
る
憧
れ
の
Ｃ
Ｒ
Ｏ
に

な
る
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
大
切

な
「
人
財
」
が
今
以
上
に
高

度
な
Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｒ
ｔ
集
団

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
、
臨
床
試
験
の
効
率

化
を
促
進
す
るOperational 

E
xpertise

、
専
門
知
識

を
強
化
す
るTherapeutic 

Expertise

の
両
面
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

前
者
は
、
Ｒ
Ｂ
Ａ
や
ｅ
Ｓ

ｕ
ｂ
ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
、
Ｒ

Ｗ
Ｄ
解
析
、
Ｄ
Ｃ
Ｔ
（
分
散

型
臨
床
試
験
）、
Ｔ
Ｍ
Ｆ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
（
治
験
の
実
施

プ
ロ
セ
ス
を
説
明
可
能
に
す

る
た
め
の
治
験
関
連
文
書
管

理
）
な
ど
、
高
度
な
サ
ー
ビ

ス
を
効
果
的
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

後
者
は
領
域
専
門
性
の
向

上
が
狙
い
で
、
20
年
に
始
め

た
Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｒ
ｔ
認
定
制
度

は
７
領
域
で
実
施
し
て
お

り
、
今
後
も
拡
充
し
て
い
き

ま
す
。
社
員
が
成
長
を
実
感

し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
機
会
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。―

―
読
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
。ド

ラ
ッ
グ
ラ
グ
・
ロ
ス
の

解
消
へ
の
取
り
組
み
は
日
本

の
Ｃ
Ｒ
Ｏ
と
し
て
大
き
な
使

命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

海
外
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
企
業
な

ど
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
日
本
で

開
発
す
る
取
り
組
み
に
注
力

し
て
い
ま
す
。

６
月
に
は
、
米
国
国
立
が

ん
研
究
所
傘
下
の
「
Ｎ
Ｒ
Ｇ

オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
」

と
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
を
結

び
、
国
内
未
承
認
薬
の
国
際

共
同
治
験
に
日
本
も
加
わ
れ

る
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。

国
内
外
の
バ
イ
オ
テ
ッ
ク

や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
早
期

に
日
本
で
の
開
発
に
着
手
で

き
る
よ
う
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

投
資
も
開
始
し
ま
し
た
。
薬

事
戦
略
・
開
発
戦
略
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
で
あ

る
コ
ア
メ
ッ
ド
と
業
務
提
携

を
行
い
、
海
外
バ
イ
オ
テ
ッ

ク
へ
の
薬
事
支
援
体
制
を
強

化
し
ま
し
た
。

企
業
理
念
で
あ
る
「A

ll 
efforts for patients, All 
professional works for 
clients

」
の
も
と
、
日
本
で

実
用
化
し
て
い
な
い
治
療
手

段
を
患
者
さ
ん
に
早
く
届
け

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
本
部

中
村
喜
満
本
部
長
に
聞
く

住
友
フ
ァ
ー
マ
は
２
日
、
都

内
で
行
っ
た
記
者
会
見
で
、
加

齢
黄
斑
変
性
に
起
因
し
、
視
野

の
欠
損
な
ど
を
引
き
起
こ
す
網

膜
色
素
上
皮
裂
孔
の
治
療
を
対

象
に
し
た
他
家
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由

来
網
膜
色
素
上
皮
細
胞
「
Ｈ
Ｌ

Ｃ
Ｒ
０
１
１
」
の
国
内
第
Ⅰ
／

Ⅱ
相
試
験
を
開
始
し
た
と
発
表

し
た
。

第
Ⅰ
／
Ⅱ
試
験
は
主
に
多
施

設
共
同
ラ
ン
ダ
ム
化
試
験
と
し

て
、
投
与
群
と
観
察
群
の
各
10

人
で
有
害
事
象
の
発
現
な
ど
安

全
性
を
主
要
評
価
項
目
に
、
視

機
能
の
評
価
を
副
次
評
価
項
目

と
し
て
実
施
す
る
。
48
週
の
観

察
を
行
い
、
有
効
性
が
確
認
で

き
れ
ば
承
認
申
請
す
る
と
し
て

い
る
。
２
０
２
５
年
度
の
条

件
・
期
限
付
き
承
認
の
取
得
を

予
定
し
て
い
る
が
、
試
験
結
果

を
踏
ま
え
て
時
期
を
見
直
す
こ

と
も
検
討
す
る
。

他
家
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
細

胞
を
用
い
た
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

治
療
を
対
象
に
し
た
治
験
も
、

米
国
で
近
く
開
始
す
る
見
通
し

に
な
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し

た
。

協
和
キ
リ

ン
の
２
０
２

３
年
12
月
期

中
間
決
算

は
、
薬
価
改

定
、
後
発
品

の
発
売
な
ど

の
影
響
で
国

億
円
増
の
６
０
３
億
円
と
全
売

上
の
30
％
に
達
し
、
日
本
の

36
％
に
迫
る
。
北
米
を
中
心
に

Ｆ
Ｇ
Ｆ
23
関
連
疾
患
治
療
剤

「
ク
リ
ー
ス
ビ
ー
タ
」
は
25
・

３
％
増
の
６
１
９
億
円
、
抗
癌

剤
「
ポ
テ
リ
ジ
オ
」
も
21
・

０
％
増
の
１
２
５
億
円
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
治
療
剤
「
ノ
ウ

リ
ア
ス
ト
」
も
36
・
８
％
増

の
35
億
円
と
、
国
際
戦
略
品
３

製
品
の
増
収
が
、
国
内
の
減
収

を
吸
収
し
た
。

国
内
で
は
、「
腎
性
貧
血
治

療
剤
「
ネ
ス
プ
」
の
オ
ー
ソ
ラ

イ
ズ
ド
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
Ａ

Ｇ
）
の
「
ダ
ル
ベ
ポ
エ
チ
ン
ア

ル
フ
ァ
注
シ
リ
ン
ジ
『
Ｋ
Ｋ

Ｆ
』」
が
22
・
４
％
減
の
69
億

円
と
な
る
な
ど
、
薬
価
改
定
や

競
合
品
の
影
響
で
２
・
６
％
減

の
７
０
９
億
円
だ
っ
た
。

通
期
業
績
は
、売
上
高
が
６
・

９
％
増
の
４
２
６
０
億
円
、
コ

ア
営
業
利
益
は
１
・
５
％
増
の

８
８
０
億
円
を
見
込
む
。

鳥
居
薬
品
の
２
０
２
３
年
12

月
期
中
間
決
算
は
、
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
に
用
い
る
外
用
Ｊ
Ａ

Ｋ
阻
害
剤
「
コ
レ
ク
チ
ム
軟

膏
」、
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法

薬
「
シ
ダ
キ
ュ
ア
ス
ギ
花
粉
舌

下
錠
」「
ミ
テ
ィ
キ
ュ
ア
ダ
ニ

舌
下
錠
」
が
二
桁
増
収
と
好
調

に
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、
売
上

高
は
11
・
２
％
増
の
２
５
７
億

円
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
利
益
面
で
は
、
仕

入
単
価
の
上
昇
や
為
替
影
響
に

よ
る
原
価
の
増
加
、
尋
常
性
ざ

瘡
治
療
薬
と
し
て
海
外
で
開
発

中
の
新
薬
候
補
の
国
内
導
入

契
約
の
一
時
金
（
１
２
０
０

万
ド
ル
）
に
よ
る
研
究
開
発

費
の
増
加
で
、
営
業
利
益
は

43
・
７
％
減
の
15
億
円
と
な
っ

た
。通

期
業
績
は
、
売
上
高
が
前

年
度
比
７
・
８
％
増
の
５
２
７

億
円
を
計
画
し
て
い
る
。

認定制度導入し専門家育成
エイツーヘルスケア 選ばれるCROへ

海外売上伸長で増収
23年12月期中間決算 協

和
キ
リ
ン

内
売
上
は
減
少
し
た
も
の
の
、

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
品
の
海
外
で

の
伸
長
に
よ
り
、
売
上
高
は
前

年
同
期
比
７
・
５
％
増
の
１
９

９
２
億
円
、
販
管
費
や
研
究
開

発
費
の
増
加
で
コ
ア
営
業
利
益

は
６
・
１
％
減
の
３
７
５
億
円

だ
っ
た
。

同
社
の
業
績
を
牽
引
し
て
い

る
の
は
北
米
地
域
で
、
１
２
８

鳥居薬品

主
力
品
好
調
も
営
業
減
益

23
年
12
月
期
中
間
決
算

ｉ
Ｐ
Ｓ
網
膜
色
素
上
皮
細
胞

住友ファーマ

国
内
第
Ⅰ
／
Ⅱ
相
を
開
始
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